
                            

     

  

秋
ご
ろ
か
ら
落
ち
着
き
を
見
せ

て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
は
、
変
異
型
オ
ミ
ク
ロ
ン

に
よ
り
爆
発
的
な
拡
大
を
年
明
け

か
ら
見
せ
て
い
た
。
ま
ん
延
防
止

指
定
地
域
が
増
え
る
中
、
例
会
を

駆
け
込
み
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
冷
え
込
み
が
厳
し
く
残

雪
も
あ
る
坂
本
を
、
西
か
ら
確
実

に
迫
り
く
る
雨
雲
と
競
争
す
る
ハ

イ
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。 

困
難
な
状
況
に
拘
ら
ず
参
加
者

は
２
７
名
に
な
り
ま
し
た
。 

天
気
は
ハ
イ
キ
ン
グ
終
盤
ま
で

崩
れ
ず
、
最
終
見
学
地
の
公
人
屋

敷
ま
で
持
ち
ま
し
た
。
降
雨
の
中

で
の
行
動
は
１
０
分
足
ら
ず
で
済

ん
だ
こ
と
は
幸
い
で
し
た
。 

今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
も
井
内
講

座
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

   

    ● 

概
要 

 

比
叡
山
延
暦
寺
や
日
吉
大
社

の
門
前
町
と
し
て
栄
え
た
坂
本

に
は
約
５
０
ヵ
寺
の
里
坊
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
比
叡
山
の
生

活
を
支
え
た
公
人
屋
敷
に
注
目

し
ま
す
。 

 

一
帯
は
平
成
９
年
に
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
坂
本
は
穴
太
衆
と
呼

ば
れ
る
城
の
石
垣
な
ど
を
作
っ

た
石
工
集
団
の
出
身
地
で
あ
り
、

里
坊
の
石
垣
は
自
然
石
を
巧
み

に
積
み
上
げ
た
堅
固
な
も
の
で

す
。 

 

湖
岸
側
の
下
阪
本
に
は
、
戦

国
時
代
に
、
明
智
光
秀
（
あ
け

ち
み
つ
ひ
で
）
の
坂
本
城
が
あ

り
、
城
下
町
と
し
て
も
栄
え
ま

し
た
。 

● 

散
策
コ
ー
ス 

Ｊ
Ｒ
比
叡
山
坂
本
駅
～
坂
本
城

跡
～
明
智
塚
～
作
り
道
（
古
い

町
屋
）
～
生
源
寺
（
最
澄
生
誕

地
）
～
大
宮
川
緑
地
公
園
（
昼

食
）
～
千
体
地
蔵
尊
～
日
吉
大

社
～
求
法
寺
～
日
吉
東
照
宮
～

十
三
体
石
仏
群
～
滋
賀
院
門
跡

（
穴
太
衆
積
み
石
垣
）
～
公
人

屋
敷
～
Ｊ
Ｒ
比
叡
山
坂
本
駅 

 

● 

解
説 

坂
本
城
址 

 

元
亀
２
（
１
５
７
１
）
年
９

月
比
叡
山
焼
き
討
ち
の
後
、
宇

佐
山
城
の
城
主
で
あ
っ
た
明
智

光
秀
に
対
し
て
織
田
信
長
は
滋

賀
郡
の
支
配
を
命
じ
坂
本
城
を

築
城
さ
せ
た
。
延
暦
寺
の
監
視

と
琵
琶
湖
の
制
海
権
の
獲
得
が

目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
光
秀
は
坂
本
城

を
拠
点
に
近
江
の
国
の
平
定
を

目
指
し
た
。
本
能
寺
の
変
後
に

焼
失
し
た
。
当
時
は
大
小
の
天

主
（
天
守
）
を
持
つ
、
信
長
の

安
土
城
に
次
ぐ
名
城
と
い
わ
れ

て
い
る
。 

明
智
塚 

 

塚
の
由
来
に
つ
い
て
は
、「
土

岐
氏
か
ら
拝
領
し
た
宝
刀
を
城

の
主
柱
下
に
埋
め
た
後
で
あ

る
」、
明
智
光
秀
の
愛
刀
「
郷
義

弘
並
宝
器
物
」
な
ど
の
名
刀
が

埋
ま
っ
て
い
る
な
ど
の
伝
承
が

残
っ
て
い
ま
す 

作
り
道
（
古
い
町
家
） 

 

か
つ
て
は
参
詣
者
の
宿
等
が

軒
を
連
ね
て
い
た
「
作
り
道
」

と
呼
ば
れ
る
町
家
の
通
り
は
今

も
古
い
町
家
が
立
ち
並
び
、
門

前
町
の
雰
囲
気
を
色
濃
く
伝
え

て
い
る
。 

生
源
寺 

生
源
寺
は
伝
教
大
師（
最
澄
）

御
誕
生
地
と
さ
れ
、
山
門
を
入

っ
て
右
手
に
産
湯
を
使
っ
た
と

さ
れ
る
井
戸
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
生
源
寺
は
、
西
塔
の
総
里
坊

格
の
寺
。
も
と
は
伝
教
大
師
の

父
三
津
首
浄
足
公
の
邸
宅
跡
で
、

神
護
景
雲
元
（
７
６
７
）
年
８

月
１
８
日
に
幼
名
を
広
野
と
呼

ば
れ
た
伝
教
大
師
が
こ
こ
で
誕

生
さ
れ
ま
し
た
。
（
母
は
、
藤

原
藤
子
妃
）
比
叡
山
を
開
か
れ
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第
一
六
九
回 

歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ 

報
告 

 

日
吉
大
社
の
門
前
町
『
坂
本
』
を
歩
く 

２
０
２
２
年
１
月
２
３
日
（
日
） 



た
後
、
両
親
に
対
す
る
報
恩
の

た
め
、
こ
こ
に
寺
を
建
て
た
と

い
う
。 

八
講
堂
千
体
地
蔵
縁
起 

 

山
門
堂
舎
記
に
よ
る
と
「
八

講
堂
は
叡
麓
、
日
吉
社
の
北
側

に
建
立
さ
れ
た
」
と
あ
り
、
比

叡
山
の
山
字
名
に
「
八
講
堂
」

と
い
う
谷
が
あ
り
、
寺
屋
敷
が

残
っ
て
い
る
。
山
下
に
お
け
る

論
義
法
要
の
中
心
的
で
重
要
な

お
堂
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

八
講
堂
跡
か
ら
紅
染
寺
跡
に

か
け
て
の
広
範
囲
に
わ
た
り
無

数
の
地
蔵
尊
が
散
在
し
て
い
る
。

比
叡
山
が
修
行
の
山
で
、
一
般

の
参
詣
に
制
限
が
あ
っ
た
の
で
。

せ
め
て
山
麓
で
日
夜
論
義
法
要

の
梵
音
き
こ
え
る
処
に
小
さ
な

造
像
を
祀
っ
て
成
仏
を
祈
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。 

 

近
世
田
畑
を
耕
作
す
る
の
に

際
し
、
入
鋤
ご
と
に
地
蔵
尊
が

出
て
き
た
の
で
、
誰
言
う
事
は

な
し
に
こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
の

が
千
体
地
蔵
尊
で
あ
る
。 

  

日
吉
大
社 

 

全
国
に
３
８
０
０
社
あ
る
「
山

王
さ
ん
」
の
総
本
宮
。
平
安
京
の

表
鬼
門
に
当
た
る
場
所
に
社
殿
が

あ
り
、
平
安
時
代
か
ら
都
の
守
護

神
と
し
て
、
ま
た
比
叡
山
延
暦
寺

の
護
法
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
て

き
ま
し
た
。
神
の
使
い
の
猿
「
神

猿
（
ま
さ
る
）
」
は
、
「
魔
が
去

る
」
「
勝
る
」
に
通
じ
る
魔
除
け

の
象
徴
と
し
て
大
切
に
扱
わ
れ
て

い
ま
す
。 

広
大
な
境
内
に
は
国
宝
の
東
本

宮
・
西
本
宮
の
本
殿
を
は
じ
め
、

日
本
最
古
の
石
橋
と
い
わ
れ
る
日

吉
三
橋
な
ど
重
要
文
化
財
も
数
多

く
あ
り
、
境
内
全
体
が
国
指
定
の

史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

求
法
寺 

 

当
堂
は
も
と
第
四
世
天
台
座
主

安
恵
和
尚
（
８
０
１
～
８
６
４
）

の
里
坊
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。
の

ち
比
叡
山
中
興
の
祖
で
あ
る
第
十

八
世
座
主
慈
恵
大
師
良
源
大
僧
正

（
９
１
２
～
９
８
５
）
が
若
き
１

２
歳
の
こ
ろ
、
比
叡
山
へ
の
入
山

修
行
の
決
意
を
固
め
ら
れ
た
浄
域

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
求
法
寺
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
古
来

よ
り
波
止
土
濃
（
橋
殿
）
又
は

走
井
の
地
名
に
因
ん
で
本
堂
を

「
走
井
堂
」
と
称
し
て
い
る
。

本
尊
は
ご
自
作
と
伝
え
ら
れ
る

元
三
大
師
尊
像
（
秘
仏
）
で
あ

り
観
音
菩
薩
の
化
身
と
し
て
そ

の
霊
験
は
誠
に
あ
ら
た
か
で
あ

る
。 

日
吉
東
照
宮 

 

徳
川
家
康
公
の
没
後
、
公
を

大
権
現
と
讃
え
て
祀
る
た
め
、

天
台
宗
の
僧
天
海
が
縁
の
地
に

建
て
た
東
照
宮
の
内
の
一
つ
。

権
現
造
の
社
殿
は
黒
漆
塗
り
で

極
彩
色
の
豪
華
な
装
飾
が
施
さ

れ
て
い
て
、
こ
の
様
式
を
も
と

に
日
光
東
照
宮
が
造
営
さ
れ
ま

し
た
。
社
殿
の
ほ
か
唐
門
と
透

塀
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

慈
眼
堂
・
十
三
体
石
仏
群

（
室
町
時
代
） 

織
田
信
長
に
よ
る
比
叡
山
焼

き
討
ち
の
後
、
延
暦
寺
を
復
興

し
た
慈
眼
大
師
の
廟
。 

境
内
に
は
天
海
に
よ
っ
て
、

高
島
市
か
ら
こ
こ
に
移
さ
れ
た
、

鵜
川
四
十
八
体
石
仏
の
内
十
三

体
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
ほ
か
、

歴
代
天
台
座
主
の
墓
、
桓
武
天

皇
の
御
骨
塔
な
ど
が
あ
る
。 

滋
賀
院
門
跡 

 

創
建
は
江
戸
時
代
。
後
水
尾

上
皇
に
よ
り
「
滋
賀
院
」
の
名

前
を
賜
わ
り
、
皇
室
が
代
々
住

ま
っ
た
こ
と
か
ら
「
滋
賀
院
御

殿
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
現
在

も
建
築
や
唐
門
も
豪
華
で
す
が
、

明
治
時
代
に
火
事
で
焼
失
し
た

た
め
現
在
の
建
物
は
す
べ
て
明

治
時
代
以
降
の
も
の
。
ま
た
名

勝
庭
園
以
外
に
も「
蹴
鞠
の
庭
」

と
呼
ば
れ
る
お
庭
や
、
狩
野
派

に
よ
る
障
壁
画
な
ど
多
く
の
絵

画
を
展
示
し
て
い
る
。 

穴
太
衆
積
み 

穴
太
衆
積
み
と
は
、
自
然
石

を
そ
の
ま
ま
積
み
上
げ
る
「
野

面
積
み
」
を
代
表
す
る
積
み
方

で
す
。 

一
見
粗
野
に
見
え
ま
す

が
、
強
度
に
は
比
類
な
き
も
の

が
あ
り
ま
す
。
戦
国
時
代
、 

織

田
信
長
が
比
叡
山
延
暦
寺
を
焼

き
討
ち
に
し
た
際
、
そ
の
石
垣

の
堅
牢
さ
に
驚
き
、
坂
本
・
穴

太
・ 

滋
賀
里
あ
た
り
に
住
ん
で

い
た
石
工
職
人
た
ち
を
集
め
て

安
土
城
を
築
城
し
た
ほ
ど
。 

職

人
た
ち
は
そ
れ
以
後「
穴
太
衆
」

と
呼
ば
れ
、 

大
阪
城
や
江
戸
城

な
ど
の
築
城
も
手
が
け
ま
し
た
。 

現
在
、
全
国
に
あ
る
８
割
以
上

も
の
城
の
石
垣
が
、
穴
太
衆
た

ち
の
手
に
よ
る
も
の
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

公
人
（
く
に
ん
）
屋
敷 

江
戸
時
代
に
妻
帯
と
名
字
帯

刀
を
認
め
ら
れ
た
延
暦
寺
の
僧

侶
「
公
人
」
は
、
治
安
維
持
や

年
貢
・
諸
役
を
収
納
す
る
寺
務

を
務
め
て
い
ま
し
た
。
公
人
屋

敷
「
旧
岡
本
邸
」
は
、
内
部
が

改
装
さ
れ
た
住
居
が
多
い
中
、

往
時
の
姿
を
よ
く
と
ど
め
て
い

て
、
公
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。
江
戸
中
期

に
活
躍
し
た
横
井
金
谷
の
描
い

た
襖
絵
の
あ
る
主
屋
は
、
江
戸

時
代
後
期
に
建
築
さ
れ
た
も
の
。

ほ
か
に
も
、
米
蔵
、
馬
屋
な
ど

が
当
時
の
趣
の
ま
ま
残
さ
れ
て

い
ま
す
。 



坂
本
城
跡 

 

坂
本
城
跡
公
園 

 

明
智
塚 

 

作
り
道 

 

生
源
寺
（
産
湯
の
井
戸
） 

 

坂
本
町
並 

 

坂
本
町
並 

 

大
宮
川
緑
地
公
園 

 

千
体
地
蔵
尊 

 

日
吉
古
墳
群 

 

日
吉
大
社 

 

日
吉
大
社 

 

日
吉
東
照
宮 

 

穴
太
衆
積
み
石
垣 

 

公
人
屋
敷 

 



  

Ｈ 

・ 

Ｍ
Ａ 

 

会
長
並
び
に
役
員
の
皆
様

「
日
吉
大
社
の
門
前
町『
坂
本
』

を
歩
く
」
を
企
画
い
た
だ
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
坂
本
地

区
の
対
岸
草
津
に
住
ん
で
い
る

関
係
で
馴
染
み
の
場
所
ば
か
り

で
し
た
が
、
残
雪
の
シ
ー
ズ
ン

に
訪
れ
た
の
は
初
め
て
で
し
た

し
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
と
会
話

を
交
わ
し
な
が
ら
の
散
策
で
こ

れ
ま
で
と
異
な
る
印
象
深
い
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
に
な
り
ま
し
た
。

又
参
加
者
の
心
掛
け
が
良
か
っ

た
の
か
心
配
し
た
天
候
も
「
公

人
屋
敷
」
か
ら
駅
ま
で
の
数
分

小
雨
に
遭
っ
た
で
け
で
道
中
雨

に
降
ら
れ
る
こ
と
無
く
幸
い
で

し
た
。
な
お
、
機
会
が
有
り
ま

し
た
ら
今
回
割
愛
し
た
明
智
光

秀
一
族
の
家
菩
提
寺「
西
教
寺
」、

森
蘭
丸
の
父
森
可
成
の
墓
が
あ

る
「
聖
衆
来
迎
寺
」
を
訪
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
両
寺

と
も
山
門
は
坂
本
城
の
移
設
城

門
で
す
。 

  

◇
◇
◇ 

Ｙ 

・ 

Ｏ 

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
中
止
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
う
れ

し
い
で
す
。
予
想
以
上
に
冷
え
て

石
の
上
に
す
わ
っ
て
お
弁
当
を
食

べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
石
の
上
に
も
３
年
」
の
意
味
が

や
っ
と
わ
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

雪
景
色
を
見
な
が
ら
歴
史
の
あ
る

坂
本
の
町
を
歩
く
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。
ク
イ
ズ
は
正
解

で
も
な
い
の
に
、
景
品
を
い
た
だ

い
て
、
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
。
楽

し
い
一
日
で
し
た
。
世
話
人
の
皆

さ
ま
に
感
謝
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◇
◇
◇ 

Ｔ 

・ 

Ａ 

こ
ん
に
ち
は
。
昨
日
は
楽
し
い
１

日
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

日
吉
大
社
で
神
猿
お
み
く
じ
を

買
い
ま
し
た
。
猿
が
可
愛
か
っ
た

か
ら
で
す
。
小
吉
で
し
た
。
千
体

地
蔵
尊
と
十
三
体
石
仏
群
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
滋
賀
県
の

歴
史
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

◇
◇
◇ Ｈ 

・ 

Ｍ
Ｏ 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
急
拡
大
と

大
寒
す
ぎ
の
寒
冷
と
で
、
参
加

者
数
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

２
５
・
６
名
も
の
参
加
で
、
ま

た
、
曇
り
が
ち
な
が
ら
も
昼
食

時
や
午
後
の
日
吉
大
社
・
日
吉

東
照
宮
等
々
心
配
し
て
い
た
雨

に
も
降
ら
れ
ず
、
無
事
に
完
歩

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
残

念
な
こ
と
は
、
坂
本
城
の
石
垣

跡
が
琵
琶
湖
の
水
位
が
上
が
り

水
没
し
て
い
た
こ
と
で
す
。 

下
見
の
時
に
は
、
は
っ
き
り

と
見
る
こ
と
が
出
来
た
の
に
・・
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
登
り
坂
続

き
の
行
程
に
も
め
げ
ず
に
、
頑

張
る
皆
様
に
は
、
感
心
し
ま
し

た
。 

 

私
は
、
青
息
吐
息
で
、
さ
す

が
に
く
た
び
れ
ま
し
た
。
歳
の

せ
い
か
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し

た
。 

◇
◇
◇ 

Ｓ 

・ 

Ｙ 

き
ょ
う
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。山
の
辺
の
道
か
ら
、

び
わ
湖
の
広
が
り
が
見
え
ま
し

た
。
湖
上
交
通
・
光
秀
・
信
長

と
妙
に
納
得
で
す
。 

◆
井
内
講
座
◆ 

ク 

イ 

ズ 

問
題
１ 

一
富
士
、
二
鷹
、
三
茄
子
は
初

夢
に
見
る
縁
起
の
良
い
夢
の
順

番
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
に
は
次
の
よ
う
に
並
び
ま
す
。

そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
に
縁
起
が

良
い
の
で
し
ょ
う
。 

四 

扇 

（ 
 

 
 

） 

五 

煙
草
（ 

 
 

 

） 

六 

座
頭
（ 

 
 

 

） 

問
題
２ 

仏
教
関
係
の
反
対
語
か
ら
の
問

題
で
す
。 

（
例
）
地
獄
⇔
極
楽
（
浄
土
） 

① 

彼
岸
⇔
（ 

 
 

） 

② 

悟
り
⇔
（ 

 
 

） 

③ 

能
化
⇔
（ 

 
 

） 

④ 

解
夏
（
ゲ
ゲ
）
⇔
（ 

 
 

） 
問
題
３ 

次
は
“
宿
六
”
と
い
う
言
葉
に

つ
い
て
の
問
題
で
す
。 

“
宿
六
”
は
、 

① 

自
宅
に
６
つ
の
も
の
を
備

え
て
い
る
者 

② 

宿
の
碌
（
収
入
）
な
し
、

又
は
宿
の
ろ
く
で
な
し
な

ど
の
意
味
が
あ
る
そ
う
で

す
。 

そ
れ
で
は
、
①
の
、
自
宅
に
備

え
て
い
る
６
つ
の
も
の
と
は
何

で
し
ょ
う
？ 

問
題
４ 

前
回
の
ク
イ
ズ
で
、銅
閣
寺（
東

山
区
大
雲
・
祇
園
閣
）
は
あ
り

ま
す
か
？
と
い
う
問
題
を
出
し

ま
し
た
。 

今
回
は
、
鉄
閣
寺
は
あ
り
ま
す

か
？
と
い
う
問
題
で
す
。
あ
る

と
す
れ
ば
ど
こ
に
あ
る
で
し
ょ

う
？ 

問
題
５ 

京
都
北
部
に
あ
る
貴
船
神
社
に

は
、
２
頭
の
馬
が
奉
納
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
黒
馬
と
白

馬
で
す
が
、
そ
れ
は
何
の
た
め

に
奉
納
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
？ 

一 

口 

感 

想 
 



【
編
集
後
記
】 
 

早
雲
だ
よ
り
の
冒
頭
に
書
い

た
よ
う
に
今
回
の
歴
史
ハ
イ
キ

ン
グ
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異

株
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
の
感
染
拡
大

と
の
関
係
で
開
催
を
危
ぶ
み
ま

し
た
。
し
か
し
い
つ
も
よ
り
感

染
防
止
対
策
が
何
と
な
く
関
西

は
遅
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。
幸
い
蔓
延
防
止
は
例
会
明

け
の
発
出
に
な
り
ま
し
た
。
一

応
安
堵
し
ま
し
た
。 

◇
◇
◇
◇ 

 

歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ
の
コ
ー
ス

は
、
午
前
１
０
時
集
合
で
、
午

後
３
時
ま
で
に
解
散
と
い
う
事

を
頭
の
隅
に
置
い
て
い
ま
す
。

距
離
も
８
キ
ロ
ま
で
抑
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
昼
食
会
場

や
ト
イ
レ
の
こ
と
も
考
え
る
と

コ
ー
ス
設
定
は
な
か
な
か
難
し

い
く
な
り
ま
す
。 

 

坂
本
の
散
策
も
見
学
場
所
に

西
教
寺
・
来
迎
寺
・
旧
竹
林
院

も
候
補
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

歩
行
距
離
や
解
散
時
間
の
兼
ね

合
い
で
今
回
は
省
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

◆
井
内
講
座
◆
解
答 

問
題
１ 

四
扇
（
末
広
が
り
で
あ
る
） 

五
煙
草
（
煙
が
上
へ
と
昇
る
様

子
が
運
気
上
昇
を
思
わ
せ
る
こ

と
か
ら
縁
起
が
良
い
） 

六
座
頭
（「
毛
が
無
い
（
怪
我
な

い
に
）」
に
か
け
て
い
る
） 

問
題
２ 

 

① 

此
岸 

② 

迷
い 

③ 

所
化
（
し
ょ
げ
） 

④ 

結
夏 

問
題
３ 

 

門
・
玄
関
・
う
だ
つ
・
欄
干
・

床
の
間
・
倉 

問
題
４ 

 

 

有
る
・
福
岡
県 

問
題
５ 

 

・
祈
雨
の
時
は
黒
馬 

 

・
祈
晴
の
時
は
白
馬 

【予告】第１７０回 歴史ハイキング 城陽市の歴史散策（古代編） 

 次回３月２７日の歴史ハイキングは城陽市の古墳などを散策します。実際に現地の 

 墳丘や遺跡を見学した後に、『城陽市歴史民俗資料館』で出土品を実際に見たいと 

 思っています。見学地には山城地域最大の前方後円墳の久津川車塚古墳や卑弥呼と 

 同時代の芝ケ原古墳も含まれており古代史ファンにとってまたとない散策です。 

    古墳時代・飛鳥時代 奈良   

順 名  称 年代（世紀） 概   要 

    3 4 5 6 7 8   

1 芭蕉塚古墳     中頃       全長１６１ｍの前方後円墳 

2 久津川車塚古墳     前半       

全長２７２ｍの山城地域最大の 

前方後円墳。長持ち型石棺。 

3 平川廃寺跡           造営 

奈良時代に創建。 

伽藍配置は法隆寺式。 

4 丸塚古墳     前半       

全長１０４ｍ帆立貝型 

前方後円墳。家形埴輪。 

5 芝ケ原古墳 前半           

前方後方墳。 

四獣鏡・銅釧が出土。 

6 正道官衙遺跡           ◎ 

奈良時代の山背国久世郡 

の郡役所跡。 

7 久世廃寺跡         創建   

法起寺式伽藍配置。銅像誕生 

釈迦仏立像（９ｃｍ）出土。 

8 鷺坂山             

日本武尊の死後に白鷺となって飛翔した 

シロサギの到達伝承地。 


